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同和問題に関する差別事象発生状況報告書

項 目

1発生文は発見日時

2発生又は発見場所

3差別発言をし た 者

4差別発言を受けた者

。 差別事象の 内 容

6そ の 他｜

市町村名 琴浦田

内

平成30年6月11日 午前11時30分頃

琴浦町議会第4固定例会 一般質問時、 於：本会議場

高塚 勝 議員（質問者）

小松弘明 町長（答弁者）

本会議中の高塚議員の 一般質問で 、 小松町長に対して、
以下のような差別発言と思われる質問（発言）があった。

【状況〕
一般質問中に、 『 同和対策に係る固定資産税の減免措置要綱 IJJ

の条文を読んだ後 、
〔発言内容（抜粋）］

。高塚議員：「ここ ですね。 この 行政区域というのはわか
ますか。 どこ、？でしょう。」

0町長答弁（略）
O高塚議員：「行政区域は、 私の質問は、 具体
ょうか、 と いうこと ですけども、 どうでしょう。J
との内容の発言があった。

【対応として］
・発言議員に対して、 会期

取消しを行うよう指摘しま
く、 そのまま定例会は閉

．発言の取消しについては
会期中に限り 、 議長が会議
・今回の場合、 本人に取消す意思がありません でした。
・発言そのものを削除する事について、 閉会後は、 何らの措

置も講ずることができない。 とされています。
［今後考えられる問題点〕

－発言内容の拡散
• TCC等 で議会の様子が放映されます。
・議事録（公文書）として残ります。（原則公開文書）

（ 削除することはできません。）
＊ 位置図 概略図面 現場写真等を添付すること。
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高塚 勝議員の一般質問中の発言について

7 経過及び対応

6月11日（月）
本会議2日目 一般質問中 11時 30分頃高塚議員から問題とされる発言あり。

6月12日（火）
数名の議員から高塚議員の発言について、 指摘し、 発言の取り消しを促す。

6月14日（木）
小椋議長から高塚議員に対しても、 発言を取消しを促す。

6月18日（月）
小椋議長から再度、 高塚議員に対して、 テー プ起こし祖原稿を提示し、

発言取消しを促す。 高塚議員は、 意思無し。
議長対応として、 再度最終日までに取消しの検討を促す。

同日 前田英敏氏から、 議事録の開示請求あり。
同日 人権・同和教育課長（長尾課長）からも開示請求あり。

同時に発言取消しについて問い合わせあり。「取消しの動きなし。」と回答。

6月19日（火）・20日（水）休会
長尾課長から、 再三にわたり、 取消しについて問い合わせあり。
「取り消しの動きなし。j と回答。

6月21 日（木）
議会最終日の朝、 議長から高塚議員へ最終的に確認される。
取消しの動きないまま 定例会最終日10: 00開会～12 : 23閉会

同日 本会議終了後、 前田氏再度来庁される。
議事録（公文書）公開請求の催促に来られる。
未完成のため開示出来ない旨お伝えする。
また、 粗原稿（作成途中の資料）については、 議運で協議する予定と回答。

同日 人権・同和教育課長からも同様に開示請求あり。 同様に回答
また、 時系列で記録しておいて欲しいとの依頼あり。
開示請求の「発言内容確認、記録J（資料）についての提出先を人権・同和教育
長でよいか確認。
資料の提出先は、 人権・同和教育課ということで回答もらう。

＼ 
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6月28日（木）
議運開催当今回の問題発言について、 議長から発言議員へ発言の取消を促し
たこと経緯や、 議員本人の意思を確認、する。
議員本人日く 「 自己責任であり、 何かあればきっちり説明させていただ

、
く。J

と主張。
委員会結果：議事録開示について、 今回だけ特別扱いはできない。 とし、
非開示と決定。

7月2日（月）
前田氏再来庁、 議運の結果をお伝えするo

同時に、 差別事象として、 時系列の記録を出すように依頼あり。

7月3日（火）
総務課長と議会事務局と内部協議、 開示請求については、 総務課で受けて各割
行機関へ依頼する流れで、あるため、 総務課預かりとする。
（公文書となった議事録については、 原則開示できる資料であるため、 開示請
求書は不要である。）

7月4日（水）
公文書ではなく資料として開示できないか再度議長と内部協議

「地方議会事務提要」により、 議長裁量で出せる事を確認。
結果：議長判断で議事録作成（前の）資料を総務課へ提出。
付帯条件あくまでも「内部資料Jとして取り扱うことを条件に総務課へ提出o

同日 人権 ・ 同和教育課長来庁、 「内部資料」として、 総務課へ提出している事を伝え」
る。
同時に、 先の議運（6/28）の抜粋資料についても提出。
課長からは、 「差別事象等対応マニュアル」に基づく「報告書」の提出についてl
依頼あり。

以上｜
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平成30年6月定例会一般質問通告書

平成30 年 6 月定例議会において、次のとおり 一般質問を行いたいので、許可を得た
く琴浦町議会会議規則第61条の規定に基づき通告いたします。

通告日 平成30 年 5 月 23日
通告者 高 塚 勝 俊

琴浦町議会議長 小椋 正和 様

番

号
質 問 項 目 質問 内 容 （要 旨）

(; .. . 

債権回収滞納整理に｜①平成30年3月末の町税等の滞納額が4億
1 I ついて I 3597万3千四あり、債権回収・滞納整理

の促進を図るよう、町監査委員からの定期監
査報告書の指導事項がある、どの様に対応さ
れるのか．

②総ての債権を一元化し、専門部署を設けて苅
応すべきでは。

21 同和対策について ｜①同和地区及び同和地区住民に対する固定資
産税の減免制度はなぜあるのか、現在では不
要と考える、廃止すべきでは。

②文佑センタ ーは、福祉事業であるのに何故、
教育委員会が担当するのか。又、事業内容ち
公民館事業やその他の事業との類似事業も
多数あり、こ霊行政ではないのか、事業を見
直し、必要なものは一般化すべきでは。

町畏；
教育畏11cz.·
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琴浦町議員による差別事象勉強会

日 時：平成3 0年1 1月2日（金）

1 9時～2 1時

会 場：東伯文化センター

1 開 会

2 議長挨拶

3 講 演

演 題 「差別事件の現状と課題

～部落差別解消推進法制定をふまえて～J

講 師 近畿大学人権問題研究所 主任教授

（部落解放同盟中央副執行委員長）

北 口 末 魔 さ ん

f
L

4 質疑・意見交換

。 閉 会
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琴浦町議員差別事象対応状況

1 6月定例議会の一般質問において、 高塚議員から町長に行った質問の内容に
差別発言と認められるものがあった

（発言内容の抜粋）
＊『同和対策に係る固定資産税の減免措置要綱』を読み上げた後で、
・「ここですね。 この行政区域というのは分かりますか。 どこでしょうJ
J行政区域は、 私の質問は、 具体的にどこでしょうか、 ということですけ

ども、 どうでしょう。」

2 対応状況
O議会の会期中、議長やその他の議員から発言取り消しの指摘があったが、

発言議員にその意思が無く定例会は閉会した
O差別意識の拡散につながる事が懸念されることから、TCCによる放映内容

}Ji議長権限で一部削除されたが、 議事録には残ったままとなった
0部落解放同盟琴浦町協議会による意見交換会を2回実施した

(7 月 1 7 日 ・ 7 月 2 6 日の話し合いの状況）
・議員が行った質問内容は、 県内の差別事象として報告されている『聞き

合わせ行為』と同じことであると説明し理解を求めるが、「差別発言をした
とは思っていなしリと繰り返す

・ 同和対策事業を実施している行政区域を私は知らない、 町民も疑問に思
っているので質問したとも発言している
・議事録が出来て一般に公開されたら、 自分の発言を初めから最後まで読

んで、 自分の質問の意図を理解してほしいと繰り返し、 問題を理解しよう
とする姿勢すら見られない

0本日の勉強会を受け、 意見交換会を再開する予定にしている



琴浦町議員による差別事象

勉強会のお知らせ



2019年度部落解放同盟
下伊勢支都定期大会

日時： 5月 10 日〈金）19:00 ～

会場：下伊勢西公民館
‘ 
・、

闘蜘

議会発嘗についての
説明会

定期大会終了後19:30～行われます

；みなさん、現実と向き合いましょう。



f確認会Jf糾弾会Jの法務省通知

『出席すべきではない』

務界宮店締＠動機総何が？

m年間爾醐ネJI(/(
現象には周囲があるの犯行には動機がある。この理闘でよ

伊勢問題に迫ると、1978年、中国電力の需給が般置されると
同時に、当時10臓の子ども名敏の貯金通帳！こ竃柱敷地料が

撮り込まれる締にむったG47年前からという。この口座は上伊
勢の方見神社関係者が管理し、電柱敵地料を神社に寄付と見
せかけ、収めさせ℃いるという ． このネコパパを姐す為に境界
を動かし、町通の道路敷にしたのが事件の真相で、これがズ
パリ上伊”の土地をめぐる争いの級心、事件の『動機Jです。

しかし、境界を動かしても電技敵地料は琴j南町に払われるの
ではなく、相変わらず当時10織の名豊島人の口座に撮り込まγ
れ、上伊勢の方身神社関係宥の酒企の原資として使われてい；
るのでしょう。

これは中国電力にとって、電車主敷地料が長期にわたって “ だ
常し取られていた ” ということになります ω 判決が確定すれば、
当然、偽りの犠界貸配l玄当局の責任において修正され、畳記
簿も修正されるでしよから、＊聞電力！ま長年にわたって電柱敷べ自
地料をだまし取っていた者に対する告先と共に、窓来の地権

’
��貯千

・

｜問姐の電ら
宥に対してキチンと電柱敷地料を支払う義務がまじます ω

じ竺ニヱ2=r.

2
4
4

：文句がa売れ博
＼裁判し乞来いII

今回の境界確定麟般の起点は山下
一郎前町長のf （燥鯖問責 lこ）文句が
あるなら、般判して来い Jという ー 置で
す。この冒議が出るのは、2013年上伊
勢郵薄から『土地i�栂Jといった中備が
聞かれるようになり、7月と9月に町長
のいとζに当たるMさん lニf説地を見
て、醐査してくださいJと朝関したら、初

；めは『地鮪問責｜ま正しいJの 一 点彊り i

jで. 2園田lがこれは翻1携の閉館J、『文：
i 句があれば銭判して来いjと突き放しま i
i した（階第41号鉦『陳述書Jr明るい噂；

: jJliJ2017年12月号外既報）。 ； ない。
: 2015年1 I月に山下町長lま弁眼土4！®健認・糾弾会でl手、呼ばれた容の人権
’人を立て「係争地は町のものJと主彊： 傭雌の保駈が無いω

する「反訴JI吋Tって帥した ω これはい岳何が鐙別かということを、同和団体が
税金を使った町長の土地の酬の明j 主観的な立渇から殺意的に判断して、
確な愈志表示ですω ！ 確蹄・糾鞠会の開催を決定している。

地位高裁がはっきり示した今回のj④呼ばれた者に．出席する議務が無い
判断、町民を提傍に追い込んだ白人l にもかかわらず、郵落解散同盟1志、直
はどういった責任を取るのでしょうか n ; 償、問績の圧力をかけ、出席せざるを得

飾滞解敗同盟のa本路線のf!it'r限会・糾
弾会Jについて庶務省人権擁樋馬は遇知
を出し、 『出席すべきではないJ、「出席する
必要 l手伝いJとしています。

以下．その理由を紹介します。
(i) B寝間・糾弾lムいわゆる彼害者集団

（脅I\鵡解般同盟のようえ正）が大人数で呼
ばれた宥（墾�J行ゐを持ったとする者の
意昧、以下問じ）対して抗臓を行うもので
あるため、呼ばれた者がこれに奥臓を
述べたり、事実の是非を争う ζともでき

、・・・・・・・・・””・・ー．，．．．．．．．．．．．．．．， はい状況に追い込んでいる ω

高裁判決の特徴
よ伊”の境界砲定訴訟の寓娘判決治

手元に閣をました。その特徴を逓ぺて
窓す。

判決i志、他自存した奪湖町に理由が
〈、一審の原告には理由がある、J:明
です。さらに判決は、一審の判決を高
が補強し、より確実おものになっている ー

とが大きな特徴です n これでは控僻しれ
通事浦町のメン:IIま “ 丸つぶれ

”
です。

具体的には地籍聞査の元となった明
治25年間而より20年以上前泊、ら門は存
在していることやS57年7月の母届．砲鏑
時の建築確昭図も境界位置が合致す
る．道路台帳に言及して「道路台帳の平
園固と合致するJなどですw

一方、証人の山崎量と村岡洋次の恒
宵を金〈慣用できないと痛烈に批判し、
地鱒胴査の現地立会いや初歩的手続き
全般が各所で極めて晦隊かつズサンと
断罪され、地絡調査の偏澗性が脅聴いこと
が司法から厳しく指摘されました。

今回のように血税と多大な労力を使い
町民と争う役場であっていいのか？とい

ことも厳しく問われていますω

ぬ嫡阻・糾？事会1;1:. r同和問題は怖いJ
という意械を ー 鎚に備え付け、人々が
日常生活において問和問題に聞して
自由な意見交練をすることを差し控え
させてしまっている。

琴浦町でe
an落解散問盟Iま法務省人織娩雌局

から前述の「通知 J が制されているζと

は” 百も承知 ” です”だからf概偲会は
意見交織会｛こJ. 『糾初会は脱明会Jに
奮い換えて法務省通知の網をかいくぐ
っていますの

』隣典、昨年6 Fl皿金の一 般質問で有
縁臓闘が固定資産税の問粕減免を取
りよ lヂ、減免要綱にある『行政区はどこ
か’P J と “ 聞いたことが鍍見Ifだ”といって
f意見交徹会Jという慌似確認会を3回
も実施しましたの

意見賞後会といいながら意見変換は
行われず平行般の物見ljれでした。



2019年5月号

明るい欄 直面画 控訴棄却！
鯨 ：1:=1�：�刊） 敗訴で問われる

厨符－の政治責任
注目されていた上伊働境界融定訴訟の控訴審の判決が4月

24日に広島高織松江支部で下されました。判決は『控訴を棄
却する（全文1) Jと予想通りのものでした。2013年10月の闘停
不聞から鳥取地盤倉吉支卸で始まった町道と町民の宅地の
境界4ゆいば地籍間査のやり方を軸に．足豊島け6年の自民月を費
やし、やっと＠浦町の完全敵陣で嚇となりそうですの

寄浦町の「飽情理由J lま 「 地鏑胴査が悶りなら、住民の大き
な不信を掴心情績がそこなわれるJと述べていますから敗訴
で地籍閥査の慣頼 lま“ 地に落ち、慣頼が失墜 ”するζとになり
ます。また、 「 電柱敷地料を控�被告（住民）が侵け取っていな
いから土地の所有の意忠が無かったJとも述ペており‘電柱敷
地料をめぐる問姐も見逃せませんの

26目に開かれた陣員を対搬にした「町政報告会Jで小総町
畏1ま敗訴になったと報告し、今後の対応を「上告しない方向
で、弁醸土や上伊野郎落と相献して決めるJと述ペました．

いずれにしても、合併前の旧東伯町の米困元町長を皮切り
に山下 一 郎前尋浦町長から現症の小松弘明町長とし、う歴代
町長の政治責任が厳し〈問われることは避けられません。

不正やウソの，�ツボ
仕打ちの連続錦車置が駒露

函園
困った池本さんは「他にいい方法はあ

りませんか」と飢ねると係長は『払下げが
あるJと買取りによる打開簸を提議”

.股際I本 “3軒同時 ”の条件を付lすま
す ω 払下げを提草した係長lま残る2軒を
悦得、趨股線の魚体�満たしますu地権者（池本 ・ 中嶋さんー以下問じ）は、

宅地を不当に稼われたのですから「不動
産侵謙抑（刑法銘235 J長2) Jで密割高への
告先による打開の遭もあったのですが、
持政に糊符し、町 l之聾附するととで解決
を目ざしました．

これに対して行政はどう対応をし、高
.までのAlf 訟合戦になってしまったの
か ＠ 行政の町民に対する非情な仕打ち
の連続を紙上で告発します ω

偽りの地籍調査
鼠初の地締悶査の不正l;t.地織者の

立ち合いを部落事宇都の思惑でブロック
し、地価問査推進軍員が勝手に打った
境界杭を測量、偽りの壇騨を量肥する具
係主よ手段で筑界を偽った事が拍りです。

米国元東伯町長は地権者からの「固
有財鹿境界確定申摘.Jを受奇麗し．間り
の修正を賦みるが．上伊勢郁落の抵抗
で先送りになり、そのまま放置しました。

偽りの地籍閥査に変化が起るのが合
併して琴浦町になっていた2012年の暮
れでした。偶然出合った地籍制査係長が
「問遭っている境界 lま直せるJと地権者
に宮うのです a 精.:Iの灯が点灯しますν

しかし、建股践は不要な「脅�藩区長の
同意Jの象件を付けました。後にζの条
件が地4住者の深刻！な人権問姐を引き起
こす原因になります。

品wま）まるて 「魔女狩り J

偽遭受曹を関布 投票の結娘 l念、圧倒的多数が払下げ
に反対し、次警の策として町が担当Eした

頼んでもいない上伊野都港臨時総会 払下げが、捜東省自身が防音して制後
が2013年7月16問、各声2名百第でさせてしまいました．まるで現代版「l鬼女
聞かれます。随阻は郁驚に禍平JJのない 狩りJのようです。
「町有地Jの払下げですの �・・・・P 嗣.-I.....，，，、

大田地籍聞査係長も部長補佐と出席可ー』－ c民 、〓V’句iJV.J

し、 「 地鏑闘査は正しいJという偽造文書 当時の副区長で権進委員車宇部の息
（判決想定）を配布、都港役員の『地織省 子‘西川l乱r�を綴tt j、そうしないと
が土地を前に出しているJという脱明に 「村八分にしてやるJ. r耳t!を掴め、区銀に
ひ t.&•から ・・ うなずき

”
地権者が町通に 捌れJと＠冨の周りを尽くし、本人だけで

せり出して建物を建てているという印象 なく京旗も繍監の不安に追い込んだ内
織作に手を貨ました u 臨時総会の決定I主役滑にも持ち込ま

おった町有地の払下げを、権利の無 れ“ 無理筋
”
怠要求が締り返されたの常悔

いよ伊努飢嬉は、役累で可 ・ 否を決める でrt’，えられない「そこ宗でやるのJとい
という勾・えられないことを実行したのしか った行ぬが締り返されたのでした。
もIiを疑うのは‘払下げを盟む当事者の 【この漂制な人織侵容の「動僧j l本日面に
積標織を’�，.した投風だったのです． 舵載しています】



琴浦町差別事象対策委員会委員名簿

区 分

行 政

保育園・こども園

小中学校

部落解放同盟

琴浦町協議会

学識経験者

事務局

氏 名

山口秀樹

小林克美

山田 明

西村敦朗

鍋島しのぶ

横川恵子

浅田倫也

斉木宏寿

前田英敏

前田利弘

河上 操

定常みどり

荒益正信

正

則

敏
一

美

尾
一
尾

長
一
武

主な職名

副町長

教育長

総務課長

赤碕文化センタ 一 館長

人権教育推進員

保育園・ こども園長代表

小学校長代表（八橋小）

中学校長代表（赤碕中）

部落解放同盟琴浦町協議会議長

部落解放同盟琴浦町協議会下伊勢支部長

民生児童委員協議会（人権・社会部長）

人権擁護委員代表

鳥取環境大学非常勤講師 県人権擁護

アドバイザー 県人権尊重の社会づくり

協議会 差別事象検討小委員会委員長

人権・同和教育課長

人権・同和教育課主査


